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       南病棟チームカンファレンス記録


平成18年　8月　　12日　（土）
司会者　　松沢　厚子　　　　　記録者　　玉木　良子
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

　　　・　板垣富蔵様のコーヒー・砂糖の残数が多いので、しばらく購入しなくていいです。買い物につくスタッフは確認してから買い物して下さい。他の患者様にもいえることです。

　　　・　非感染性の廃棄ボックスにアンプルとバイアルが入っていました。又感染性のボックスに薬包が入っていました。きちんと確認をしてから責任をもって捨てるようにして下さい。

　　　・　谷内　愛子様･･･AZ点眼液処方が継続処方となりました。逆さ睫あるため眼脂、充血、掻痒感の有無など観察をしていきましょう。

　　　・　山下　さき様･･･左足第１趾の炎症に、抗生剤の内服薬処方となり飲まれていましたが、炎症は軽減されており野沢Ｄｒ確認し本日飲み切り中止となり、軟膏処置のみ継続との指示がありました。炎症の再発ないように清潔に努め観察しましょう。

　　　・　三浦　一男様･･･経管栄養施行中にマーゲンチュウブの自己抜去あり肺炎となり、

　　　　　　　　　　　　経管栄養を中止していましたが、本日昼よりアイソジェン3Pと

　　　　　　　　　　　　内服薬が再開となっています。アイソジェンは12、13日のみ３本でその後の本数については14日に良Ｄｒより指示があります。また、点滴も抗生剤入りの点滴のみ14日まで処方となっており、その後は再度、検討するとの事。酸素飽和濃度の低下なく酸素吸入も中止となっています。ライントラブルのないように注意し見守り、全身状態・バイタルチェックを行い引き続き状態観察をしていきましょう。吸引もまめに行うようにしてください。

　　　　　　　　　　　　口腔ケアは継続し行っていきましょう。

　　

　　＜食事ケア検討＞

　　　　　・　中村　松五郎様･･･現在、全粥・ミキサー・トロミ食で味噌汁のみ普通でしたが、むせ込み多くなり、夕より味噌汁もトロミ付きとなります。摂取時の観察をして行きましょう。又、水分摂取もゼリーで摂取して頂いて下さい。

　　　　　・　峰田　満男様･･･　現在、常食を食べていますが全身のレベル低下が見られ、

　　　　　　　　　　　　　　　咀嚼・嚥下状態も鈍く食事摂取量も少なく残食多くなりました。夕より全粥・キザミ食に変更となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　摂取量・摂取状況を観察して行きましょう。

　　＜SST について～心理・盛田さんより＞

· SSTとはコミュニケーション能力をを高める訓練と考てください。計画書をみて高齢者には難しい内容であり、内容についての検討が必要だと感じました。ＳＳＴを「おはよう会」という名前にして行っては、とい案がスタッフからでたため、今後、「おはよう会」と名称にしてＳＳＴを行っていきましょう。

まずは目標をどこにするかですが、コミュニケーションをとってもらうために「楽しい雰囲気での参加」「褒めて自信をつけてもらう」「見当識をつける」ということをあげてみてはどうでしょうか。認知症の患者様に対しては見当識をつけることが治療に大切になってきます。日時に合った挨拶ができるようになればいいと思います。褒める事が大事なので小さい事でも褒めて自身を持ってもらいましょう。

各ユニットで行う事が出来るのは挨拶をする事だと思うので、「挨拶をす

る」を目標に挙げ、朝の挨拶をする事からとり挙げて行って見てはどうでしょうか。記録を書く際も良い点を8割、悪い点を2割で記載してみてください。ＳＳＴを行う際もリーダーと患者様の距離をあまりあけないようにしたほうが距離感がでなくていいと思います。

· 「挨拶なんてできている。自分には必要がない」と思っており参加することに対して消極的な患者様へのアプローチはどうしたらいでしょうか？

→何か役割を与えてみてはどうでしょうか。例えば、率先して拍手をするのを頼んでみるとか…。

褒める事が大事なので小さい事でも褒めて自身を持ってもらいましょう。

　　　　　　　

